対馬藩における元禄国絵図の作成過程 by 渡邉, 秀一




























































































































































































































































て、 は、対馬国・出代議とも る文書 1点誌別、 に関
対馬藩における元禄図絵E遂の作成過程(渡漣秀一)
する (No. 9 ~ 14)、控訴国田代領絵図に嬰する (No.15~36) に大別できる G 思代制関
係文書はさらに 3つに分頬できる G 第一は絵関元佐賀議へ提出した文書の換えあるいは写し








元禄1 (1698)年「御閣総倒記録全 j は元禄10(697)年 2月四日から始まり、
(1698)年9丹15日で終わっているo 冒頭はえ禄10(1697)年中におた幕府の指示を欝絡にま






るo この間を構うものは、寛永18(1641)年~享張 9 (1724)年「錦系援御国給路構知行





























































































































また、表 3によれば対馬藩が幕府から書付を受け取ったのは 4月25日、 5月14日、 5月19日、
6月4日の 4回であるが、 5月14日の書付は国絵図仕様に関わるものではないため、実質的に

























海道の測盤を平友衛門組は元禄10 (1697) 年 8 月 14 日 ~11月 19百の陪に、多七組は
(1697) 年 8 月 14 汚 ~11月 22 日の関に在った。関J設をま尽当した二頼は S 月 14呂に持中を損鉛し
て時日中にa村へ務j轄し、翌148iこ上霧器・下務審携の綴議u待から分かれていったcγ鶴間絵
図記録」に記録された測量ルートを禽轄fとして示すと、樹 1・i裂2のようになるc
次いで111.道筋の議選:を、王子左衛門組が元禄11(1698) :'rf 2 月 2 日~3 月 228 iこ、また多


























① 問 問 閑 閑 酬 削 府中叫砲射叫轟轟崎→唐倒村-.蝿村・"'!:蝿材機吋曽終期修村境
③開削削 官射・櫛射境問司式鉛謹→尾嘩斜・"'!:盟特有車
@・M 菊川縄問 JI婚約・ 4き皇制境『文絵量量→癖中
ロ 耳守中 A 轟B車蝿
• J煙量特車液中の型軽調整矯 昌曹終・車庫終期監































































































































































るが、正保2年郷村帳(表 1、No.2) は正保 3 (1646)年のそれ(表 1、No.4・5)と記載形
式が異なっている。また、正保 3 (1646)年 5月の郷村帳 (No.5 )は添え書きから絵図元へ送
られた帳面の控であると考えられる。以下は、正保 3 (1646)年「肥前国之内基鼎ー郡養父郡























































































よる元接出絵図の作成は元禄10(1697)生存 2月 7丹、元禄10(1697)年 7月
(1698) 年 9月15日、そして元禄12(1699) 年 7月 2日~元禄13(1700) 年 2月10日





















3 号)、 P22~36. 斉藤明子(1989) 光禄上野間絵闘の記載内容
について、双文 6 (群潟県立文欝館)、 P1 ~54. 河村克典(1999) 毛利家父煉「光禄周防・長
門両国絵図」の性格、山口地Jj史研究。河村克典(1999)周防長門間関「悶給関」関係史料、
山口県文書館研究紀聖書第26号、 P73~88. 横悶冬彦 (1985) 元禄郷帳と闘絵関…丹波闘を中心
として一、文化学年報(神戸大学)第 4号、 P169~201. 
(2) 前掲(1)斉藤、 P3. 
(3) 冨絵図の政治性という点後強く した研究に、杉本史子(1999)r領域支配の授燃と
山]1出版社、がある。
始阿部俊夫 (2001) と絵図・文書群解題 元禄十五年二月 f議事部絵諮人目
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き弘、福島県康史資料館研究紀残話、 P1 ~42. 神崎彰季fj (1985)伊勢国元禄欝絵図作成につい
て 伊勢国飯山縫文書による¥明治大学別事博物館年報潟、 P1 ~37. また、前掲1)斉藤
もこれに含めることができる。
(5) 一般的には「郷帳J e:呼ばれることが多いが、対潟議では「郷村被j と記載しているため、以
下では「郷村緩 j と記載する。
(6) 前掲 1)川村(l持品}、 P223~232.
(7) 前掲 1)J 1村(l悌心、 P186~194. 
(8) 川村博忠によれば、 s月末から 6月初めにかけて貸し出しがあった{前掲1)JI村行持心、 P
200)0 また、杉本史子はそ寺国で貸出日が…定していないとするが、 5月22日を挙げている{前
掲 3)杉本、 P171)0
(9) 伊能忠敬研究会編 (1998) f)忠敬と伊能魁ふ現代喜怒館、 P103. 
(JO) 前掲(1)綴出 (1985)、P194. 
的部j掲(3)、P243.
ヨ2) 厳原町誌編一条委員会 (1997) r厳原町誌ょ、厳原町、 P608、P630~632、 P6吉3~695.
(J3) 前掲(I)横田(1985)、P194. 
。曜荷揚(12)、P606. 
ω 文書からはIE保対馬関郷村緩には村高記載があったと考えられるが、 IE保郷帳にま泰づく対馬国
られていない。大野議男が繋慢した罷絵鑓・郷娠の悶郡石高をみても、対馬冨は慶
長島まから石高の記載がない(大野務男(1987) 凶絵~・郷i援の附設ß石高、白山史学 第23号、
P 21~23.) 。この点は、検討決議主する点であろう。
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